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「
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
は
十
周
年
を
迎
え
、

十
周
年
記
念
と
し
て
特
集
号
「
業
思
想
の
研
究
」

を
こ
こ
に
皆
様
方
に
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

本
号
は
大
谷
大
学
佛
教
学
会
を
挙
げ
て
世
に

問
う
学
術
誌
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
佛
教
学
関
係

の
諸
先
生
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
「
業
」
に

つ
い
て
執
筆
し
て
頂
き
ま
し
た
。
本
号
に
は
学

外
か
ら
駒
沢
大
学
教
授
水
野
弘
元
先
生
と
、
東

京
大
学
教
授
平
川
彰
先
生
に
御
多
忙
中
、
無
理

に
お
願
い
し
て
寄
稿
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ

に
両
先
生
に
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

他
に
中
村
元
先
生
、
宮
坂
宥
勝
先
生
等
に
も
寄

稿
し
て
頂
く
予
定
で
し
た
が
、
中
村
先
生
は
渡

米
の
た
め
、
ま
た
宮
坂
先
生
は
健
康
が
す
ぐ
れ

な
い
た
め
、
残
念
な
が
ら
原
稿
が
間
に
合
わ
ず

今
回
は
見
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
学
内
の
真
宗
学
関
係
か
ら
、
本
学
名
誉

教
授
稲
葉
秀
賢
先
生
と
、
本
学
教
授
幡
谷
明
先

編
集
後
記

生
の
寄
稿
を
頂
き
、
親
鶯
聖
人
に
お
け
る
業
思

想
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
本
学
名
誉
教

授
・
日
本
学
士
院
会
員
の
山
口
益
先
生
に
は
健

康
が
す
ぐ
れ
な
い
中
を
、
無
理
に
お
願
い
し
て

執
筆
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
諸
先
生
方
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
号
は
原
始
佛
教
関
係
の
論
文
七
篇
、
イ
ン

ド
大
乗
佛
教
関
係
の
論
文
五
篇
、
中
国
佛
教
関

係
の
論
文
四
篇
、
日
本
佛
教
関
係
の
論
文
二
篇

親
驚
聖
人
に
関
す
る
論
文
二
篇
、
イ
ン
ド
学
関

係
の
論
文
二
篇
を
、
こ
の
順
序
に
し
た
が
っ
て

載
せ
、
計
二
十
二
篇
、
四
三
○
頁
と
い
う
彪
大

な
論
文
集
と
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
前
々
よ
り

予
告
し
て
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
こ
の
特
集
号
は

賛
助
会
員
並
び
に
学
会
員
か
ら
特
別
会
費
を
徴

集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
本
号
の
発
刊
に
当
り
、
大
谷
大
学
よ
り

格
別
の
補
助
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
舟
橋
尚
）
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